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９／２６版 火の国未来づくネットワーク荒尾・玉名地域ブロック 研修会資料
□日 時 令和４年１０月１５日（土）１３：３０～１４：３０
□会 場 玉名中央公民館（文化センター）大会議室

玉名市繁根木８８－１

Ⅰ 講演「地域をつなぐ平和の活動」

くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 代表 髙谷和生

１ はじめに ～戦後７７年の諸相～
□戦後世代としての「私の視点」～近現代考古学との出会い～
□戦争遺跡保存全国ネットワーク全国運営委員、空襲・戦災・戦争遺跡を考える九州・山口地
区交流会世話人、熊本県内「戦争遺産フォーラムくまもと」事務局

□『くまもとの戦争遺産 ～戦後７５年 平和を祈って～』第４２回熊日出版文化賞最優秀賞受賞、
第３４回地方出版文化功労賞最優秀賞受賞

２ 熊本の戦争遺跡・遺産
ＭＡＰ『くまもと戦争遺産ガイドマップ』 ※希望者のみ

（１）戦争遺跡とは
□全国の戦争遺跡は「約50,000」件、指定登録は
「３４２件」件 （前年３１９件・202２年８月現在）
□熊本県内の太平洋戦争期の戦争遺跡総数は、多数
の特殊地下壕を含めた「７２３件」
□『くまもとの戦争遺産』内の一覧表には「２２４件」

を精査し記載
□熊本県内の指定登録文化財は国148件、県383件、
市町村3,382件、国登録文化財156件の計2,382件。

（２）西南戦争期の指定等
西南戦争遺跡群（国指定、熊本市・玉東町）、明徳官軍墓地（熊本市）、七本官軍墓地（熊

本市）、花崗山陸軍埋葬地（熊本市）、旧輜重兵六聯隊衛兵所（熊本市）、有栖川の宮御督戦
の地（玉東町）、篠原国幹戦傷の地（玉東町）、城の原官軍墓地（南関町）、肥猪町官軍墓地
（南関町）、陣内官軍墓地（水俣市）、下岩官軍墓地（和水町）、高瀬官軍墓地（玉名市）、田
浦官軍墓地（芦北町）、峰崎官軍墓地（芦北町）の計１４件

（３）太平洋戦争期の指定等
「花房飛行場給水塔」（陸軍菊池飛行場高架水槽・菊池市指定有
形文化財）、「永山の掩体壕」（陸軍人吉秘匿飛行場木製有蓋掩体
壕・球磨郡あさぎり町登録文化財建造物）の２件。また、合志市の
「黒石原飛行場奉安殿」は、保存修復事業を進めており、完了後
に合志市指定文化財となる予定。荒尾市所有「荒尾二造変電所」

（４）熊本の「戦争の歴史」をたどる
～熊本に残された戦争の傷跡「七大特徴」～

①軍都熊本の軍事施設
～熊本城から東部の大江・渡鹿地区への軍施設の移転～

②九州で三番目に多い陸海軍飛行場
～正規飛行場、本土決戦に向けての特攻秘匿飛行場～

③東京第二陸軍造兵廠荒尾製造所
～軍直営で石炭を原料とした黄色火薬の生産～

④三菱重工業熊本航空機製作所と学校工場・地下工場
～陸軍四式重爆撃機「飛龍」の生産～

⑤本土決戦に向けての天草地区砲台、震洋等の特攻艇基地と
兵站基地としての人吉地区の飛行場・地下工場・地下壕群

⑥県内各地に残る空襲・戦災の「被害の歴史」

⑦朝鮮人や中国人、連合国軍俘虜労働者、敵機捕獲搭乗員への「加害の歴史」

３ 地域をつなぐ 『大浜飛行場』、『大浜飛行場 Ⅱ』参照
（１）「大浜町まちづくり委員会」とつなぐ！！
ア 大浜飛行場の調査、地元からの証言聞き取り、新たな米軍資料の発見、発掘調査

菊池市指定文化財「花房飛
行場給水塔」菊池飛行場

旧玉名市役所裏の特殊地下壕入口
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□日常から、地元証言を聞き取る！ 掘り起こす！
□大型・小型格納庫基礎部、正門・浴場の測量と復原
□米国国立公文書館からの極東航空軍等の偵察写真データの入手
□開発で壊される「大型格納庫基礎遺構」発掘調査への支援

イ 破損した「正門復元」と飛行場木製復原看板の設置、正門横へ
の案内看板の設置、公民館への大浜飛行場ＭＡＰ・大型説明板
の設置

□破損した「正門」復原と「陸軍大刀洗飛行学校玉名教育隊」銘
の木製復原看板の設置 →→飛行場シンボル
□地域理解を願い「各遺構への小型案内看板」、公民館横への大
型説明板・ＭＡＰの設置。→→見学コースの設定

ウ 地域学習「玉名学」等への支援、出前平和講座での広がり
□地元「有明中学校・大浜小学校地域学習（玉名学）」への支援、フィールドワーク実施
□さらに玉名市内諸学校「玉名町小学校・睦合小学校等」への「出前平和講座の広がり」

（２）「県内戦跡保存団体」とつなぐ！！ ※『荒尾二造』二種の配布はなし
『菊池飛行場を活写する』、『菊地の空から』、『黒石原飛行場と奉安殿』参照

ア 「荒尾二造市民の会」、「菊池飛行場の戦争遺産を未来につたえる
会」、「合志の近代遺産を学ぶ会」他

□会設立時への支援・連携。啓発リーフレット発行
□火薬庫・分析室・変電所跡の測量調査、給水塔・油倉庫・正門他
の測量調査、奉安殿の測量調査他

□財務省所管「荒尾二造変電所跡」の荒尾市により買い取り実現
□「花房飛行場給水塔」の菊池市有形文化財への指定実現
□合志市による「黒石原飛行場奉安殿」敷地等の買い取り実現

イ 連絡組織「戦争遺産フォーラムくまもと」設立
□県内各団体の連絡組織として「お互いの姿と活動が見える！」
□戦後７０年 平和講演会「米軍資料から熊本空襲を考える」開催
□熊日・ＲＫＫ・熊本市「戦後７０年 平和のバトン展」への協力

（３）「全国の団体・個人」とつなぐ ！！
『軍都熊本の残像』、『空襲下の熊本』、『進駐軍の見た熊本』

□「第２３回戦争遺跡保存全国シンポジューム熊本大会」の開催
□「第３回空襲・戦災・戦争遺跡を考える九州・山口地区交流会玉名
集会」の開催

５ まとめ ～一人ひとりが戦争遺跡・遺産と向き合い、地域をつなぐ ！～
（１）戦争遺跡、米軍資料、地域での証言掘り起こし等の「継続した調査」

（２）「戦争遺跡・遺産の保護」そして継承・活用
貴重な近現代の歴史資料として「国民共有の財産“文化財”」

（３）関わる協働活動は、「地域をつなぐ平和の学び」

左：１９４５年８月１０日米軍機による迎町・本荘周辺への攻撃
中：健軍飛行場で接収を受ける「飛龍」長崎ケーブルメディア映像より
右：「熊本市公会堂の米兵ＭＰと日本人巡査」
進駐軍軍政部のおかれた熊本市公会堂（現市民会館）前で
交通整理中の日本警官・オメダアラタ氏と米ＭＰのハンター氏。
撮影は「Ｆ.Ｃ.Ｒｏｇｅｒｓ」、所属は「２ｎｄ ＭＡＲ. ＤＩＶ. ＰＨ
ＯＴＯ」班

三の岳上空で訓練中の玉名
教育隊「ユングマン」機

復元された玉名教育隊正
門と木製銘看板、説明板
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□フィールドワーク（１５：００～１６：３０）
※旭町公民館に１５時集合。現地解散

Ⅱ フィールドワーク「大浜飛行場跡」

ガイド くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク 戸嵜孝行・末永 崇・本田涼子

問い合わせ先

市民グループ くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク
□〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５

事務局・代表 髙谷和生方
□携帯 ０９０－１５１３－５５２８
□メールアドレス takayanagi912@yahoo.co.jp
□ＨＰ https://kumamoto-senseki.net/


